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皆様こんにちは。第60期親睦
委員会副委員長を務めさせていた
だいております、第59期入会の中
島康路です。
去る 7月22日、永井会長のもと、

新たな期のスタートとして、大垣
フォーラムホテルにて総会懇親
会が大垣市長 小川敏様をはじめ、
来賓の方々や特別会員の皆様に
ご臨席を賜り、盛大に開催され

ました。一年を通して、来賓、特別会員の皆様と交
流をさせていただく機会はあまりないので、とても
ありがたい機会となり、大いに親睦を深めることが
できたのではないかと感じました。
この総会懇親会は、今期がスタートしてから親

睦委員会としての最初の事業になります。竹の子会
の基本目標のひとつでもある「会員相互の親睦」を
推進するために、「親睦委員会」の役割は大変重要
であると思います。総会懇親会は、新しい期の初め
に親睦を深めるための重要な会であるため、何がな
んでも成功させるという決意のもと委員会を行い、
準備を進めてきました。
私事ではございますが、このたび総会懇親会と

いう大きな場で司会を務めさせていただきました。

竹の子会に入会して 2年目とまだまだ経験の浅い私
が司会という大役を引き受けることとなり不安ばか
りでした。しかし委員会内の先輩をはじめ、常任の
皆様にお力添えをいただき、当日は至らぬ点が多々
あったかと思いますが、自分の仕事を全うすること
ができました。このような場での司会は初めてのこ
とでしたが、大変貴重な経験をさせていただいたこ
とは、自分自身にとって大きな財産となりました。
また、今年は新入会員が 7名入会し、この総会懇親
会でお披露目となりました。新入会員からの熱い思
いを聞き、私も1年前竹の子会に入会したときのこ
とを思い出しました。私には同期がいませんが、今
期の新入会員とは、より一層の親睦を深め、共に竹
の子会を盛り上げていきたいと強く思いました。
この総会懇親会を通して会員の心がひとつにな

り、第60期の活動を邁進していくことができると確
信しました。第60期は親睦委員会が担当する新事業
もあります。親睦委員会一同、精一杯企画・運営し
てまいりますので、会員の皆様のご協力を何卒よろ
しくお願いいたします。
最後になりましたが、総会懇親会の開催にあたり、

多数の会員の皆様にご出席をいただき、総会懇親会
を盛り上げていただきましたことと運営にあたって
ご協力をいただきましたことに感謝申し上げます。

親睦委員会
副委員長
中島　康路

例会（総会懇親会）
日時：平成27年7月22日（水）　場所：大垣フォーラムホテル　伊吹の間

日時：平成27年8月1日（土）　　場所：水門川一帯
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１．人間形成への修練

１．地域社会への奉仕

１．会員相互の親睦
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竹の子会の基本目標



8 月23日（日）、『第47回交通

遺児夏のつどい』が行われました。

今回は児童10名、保護者 5名、現

役会員15名の計30名に参加してい

ただき、当日参加できなかった会

員や交通遺児育英会の役員の

方々にも出発地である大垣市総

合体育館まで見送りに来ていた

だきました。

本年はバスにて三重県伊賀市にある『伊賀の里

モクモクファーム』と『伊賀流忍者博物館』へ行っ

てまいりました。伊賀の里モクモクファームではウ

インナーの手作り体験を、伊賀流忍者博物館では忍

者ショーや手裏剣打ち体験を楽しみました。移動中

のバス内でも新入会員によるクイズやビンゴ大会で

盛り上がりました。このように盛りだくさんの企画

で臨んだ本事業でございましたが、幸運なことに当

日は天候にも恵まれ、また、道路の交通状況も良好

であった為、計画通りに進行する事ができました。

最初は緊張気味だった児童たちもアトラクショ

ンが進むにつれて徐々に笑顔が増えていき、伊賀の

里モクモクファームにて昼食の焼肉を食べている時

には児童全員が嬉しそうな笑顔ではしゃいでいまし

た。そして、何より嬉しかったのが、参加していた

一人の児童より「小さい頃に（亡くなった）お父さ

んに連れてきてもらった場所にまた来ることができ

て嬉しい。」という声を聞けた事でした。

本事業は初めての委員長としての初めての事業

であり、企画をスタートさせた当初は不安もござい

ました。しかし、このように事業に参加した全員に

喜んでいただき、また怪我や体調不良もなく無事に

大垣まで帰ってくることができ、運営した我々も本

事業の意義を感じることができたのも、企画から当

日の運営まで私をサポートしていただいた委員会の

仲間たちと当日忙しい中参加していただいた仲間た

ちのおかげです。ご協力いただいた皆様、本当にあ

りがとうございました。

最後になりますが、12月には『交通遺児クリス

マス会』を予定しております。今回同様に事業を大

成功に導くべく精進してまいりますので宜しくお願

い致します。

奉仕教養委員会
委員長

大藏　信一郎

交 通 遺 児 夏 の つ ど い
日時：平成27年8月23日（日）　場所：三重県伊賀市
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夏のつどいに参加されたご家族の方からいただいた感想を紹介させていただきます。

～交通遺児夏のつどい  参加ご家族の感想～

○　子供も私も、とても楽しい時をすご
させていただいております。皆さんの
対応とやさしさがとてもうれしいです。

○　夏のつどい、楽しく参加できてうれ
しく思います。できることなら、写真
を子供たちメインでたくさん撮ってい
ただけるとうれしいです。

○　いつも親切にありがとうございます。
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1111 1212月の予定

日　時：平成27年12月予定
場　所：未定

芭蕉元禄イルミネーション

日　時：平成27年12月 6 日（日）
場　所：未定

交通遺児クリスマス会

日　時：平成27年12月23日（水・祝）
場　所：未定

例会（家族親睦会）

日　時：平成27年11月20日（金）
場　所：株式会社メモリア会議室

例会（講師例会）
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